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財政援助団体等監査措置状況報告書 

 

 

令和３年１１月１１日付監第５３号で報告された「財政援助団体等監査の結果に

ついて」において指摘事項となっていた下記事業について、別紙のとおり措置を行

ったので、地方自治法第１９９条第１４項の規定に基づき報告いたします。 

 

 

 

記 

 

１．対象事業（所管部局）  

①地域づくり活動等交付金（政策企画部地域振興課） 

②保育所等副食費無償化事業補助金（子ども政策局子ども政策課） 

③商工業振興費補助金（産業振興部産業振興課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

補助金等名称 所管部局 検討要望事項 改善措置 

地域づくり活

動等交付金 

政策企画部 

地域振興課 

実績報告書において、補助金対象経費が

明確でない団体も見受けられたので、統

一的な会計システムの活用を推奨する

など交付金使途の明確化のため今後も

指導、支援されたい。 

※実績報告書に添付される事業区分別

支出費目明細書等に補助対象経費と補

助対象外経費が明確に区分されていな

い。 

地域自主組織における会計処理については、市において統一的

な会計システムを構築し、導入を希望される組織から順次、運

用を開始しております。今後、すべての組織で運用されること

で、補助金対象経費の明確化が図られると考えています。引き

続き会計システムの普及に向け努めてまいります。 

保育所等副食

費無償化事業

補助金 

子ども政策

局 

子ども政策

課 

補助金交付関係書類を確認したところ、

経費の算出方法、一部事務手続きについ

て補助金交付要綱と相違する部分が見

受けられた。保護者にとってニーズの高

い事業であるため、関係する補助金交付

要綱と交付事務の精査・見直しを図られ

たい。 

※雲南市保育所等副食費無償化事業費

補助金交付要綱第５条補助金の額の算

定方法において、児童 1 人につき月額

４,500 円を基準額とすると定められて

いる。月額４,500 円を下回った月があっ

雲南市保育所等副食費無償化事業費補助金交付要綱にかかる

補助基準額の算定根拠（年間合計額を月数で除したのもの）及

び根拠書類について、交付事務手続きとの整合性が図られるよ

う要綱の一部改正を行うこととします（別紙）。 

要綱に基づいた交付手続きとなるよう、適切な事務処理に努め

てまいります。 



たが基準額相当分支払われている。この

算出については、年間合計を月数で割っ

ての支給としているとのことだが、要綱

との整合性が図られていない。 

※１名の交付対象者について、9 月中の

申請にもかかわらず年度末までの予定

額で補助金申請され、なおかつ交付決定

されている。雲南市保育所等副食費無償

化事業費補助金交付要綱第６条では申

請時に証拠書類（領収書の写し等）が必

要と定められているため、この手続き事

務は要綱との整合性が図られていない。 

商工業振興費

補助金 

産業観光部

商工振興課 

ぐるっと雲南スタンプラリー事業につ

いては、補助金交付要綱との整合性が図

られていない部分が見受けられた。地域

経済にとって必要な事業でもあるため、

補助金交付要綱を含め実効性のあるも

のに見直しを図られたい。 

※雲南市ぐるっと雲南スタンプラリー

事業補助金交付要綱第２条において補

助対象経費とする景品購入のために要

する経費について、補助率と整合性が図

られていない。 

ぐるっと雲南スタンプラリー事業は、コロナ禍で重要な市内経

済対策のひとつであり、事業に求められる実情と補助金交付要

綱がまちあっていない部分があることから、補助金交付要綱を

実情、実態に合わせ改正を行い、事業の有効性が損なわれるこ

とがないようにいたします。 

 雲南市ぐるっと雲南スタンプラリー事業補助金交付要綱第

２条を改正します（別紙）。 



 

雲南市保育所等副食費無償化事業費補助金交付要綱新旧対照表 

改正案 現 行 

第１条～第４条 略 第１条～第４条 略 

（補助金の額の算定方法） （補助金の額の算定方法） 

第５条 略 第５条 略 

 (1) 略  (1) 略 

 (2) 前号の基準額により算出した額と保育所等で当該年

度に提供した副食に要する経費とを比較して少ない方

の額とする。 

 (2) 前号の基準額により算出した額と保育所等で当該月

に提供した副食に要する経費とを比較して少ない方の

額とする。 

 (3) 児童が年度の途中で、入所・入園した場合は日割と

し、当該日割り額の算出の方法については、特定教

育・保育等に要する費用の額の算定に関する基準等の

実施上の留意事項(平成２８年８月２３日通知府子本

第５７１号、２８文科初第７２７号、雇児第０８２３

第１号)第２に規定する月途中で利用を開始又は利用

を終了した子ども等に係る公定価格の算定方法に準ず

る。 

 (4) 略 

 (3) 児童が月の途中で、入所・入園した場合は日割と

し、当該日割り額の算出の方法については、特定教

育・保育等に要する費用の額の算定に関する基準等の

実施上の留意事項(平成２８年８月２３日通知府子本

第５７１号、２８文科初大７２７号、雇児第０８２３

第１号)第２に規定する月途中で利用を開始又は利用

を終了した子ども等に係る公定価格の算定方法に準ず

る。 

 (4) 略 

 （交付申請） 

 第６条 補助金の交付を受けようとする補助事業者は、規則

第４条に定める補助金交付申請書に次に掲げる書類を添え



雲南市保育所等副食費無償化事業費補助金交付要綱新旧対照表 

改正案 現 行 

て、市長に提出しなければならない。 

 (1) 副食を提供する際にかかった経費の根拠書類 

 (2) 副食提供者一覧 

（検査等） （検査等） 

第６条 略 第７条 略 

（関係書類の整備及び保存） （関係書類の整備及び保存） 

第７条 略 第８条 略 

（委任） 

第８条 略 

（委任） 

第９条 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

雲南市ぐるっと雲南スタンプラリー事業補助金交付要綱新旧対照表 

改正案 現 行 

第１条～第１１条 略  

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

（1） 補助対象経費区分、     補助限度額 （1） 補助対象経費区分、補助率及び補助限度額 

区分 補助対象経費 補助限度額 

景品

経費 

景品購入のために要する経費 予算の範囲内で市長

が定める額 

事務

的経

費 

ア 賃金 

イ 需用費 消耗品費、印刷製本

費等 

ウ 役務費 手数料、広告費、保

険料等 

エ 委託料 

オ 使用料及び賃借料 

カ その他市長が認めるもの 

予算の範囲内で市長

が定める額 

 

区分 補助対象経費 補助率 補助限度額 

景品

経費 

景品購入のために要する経費 補助対象

経費の３

分の１以

内 

予算の範囲

内で市長が

定める額 

事務

的経

費 

ア 賃金 

イ 需用費 消耗品費、印刷

製本費等 

ウ 役務費 手数料、広告

費、保険料等 

エ 委託料 

オ 使用料及び賃借料 

カ その他市長が認めるもの 

 予算の範囲

内で市長が

定める額 

 

（2） 略 （2） 略 

様式第１号～様式第７号 略 様式第１号～様式第７号 略 

 


